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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成30年7月26日(2018.7.26)

【公開番号】特開2018-78909(P2018-78909A)
【公開日】平成30年5月24日(2018.5.24)
【年通号数】公開・登録公報2018-019
【出願番号】特願2018-7318(P2018-7318)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   2/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｈ   5/10     (2018.01)
   Ａ０１Ｈ   5/00     (2018.01)
   Ａ０１Ｈ   6/82     (2018.01)
   Ａ０１Ｈ   6/20     (2018.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/415    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/00     ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｋ    2/00     　　　　
   Ａ０１Ｈ    5/10     　　　　
   Ａ０１Ｈ    5/00     　　　Ａ
   Ａ０１Ｈ    6/82     　　　　
   Ａ０１Ｈ    6/20     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/415    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年6月13日(2018.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　系統発生的にホスファチジルエタノールアミン結合タンパク質（ＰＥＢＰ）遺伝子ファ
ミリーのＦＴクレードに属するタンパク質をコードする核酸の使用であって、
　前記タンパク質が、植物の開花を抑制又は抑圧又は遅延させることができ、
　前記タンパク質が、図１０において、それぞれ、ＡｔＦＴ、ＡｔＴＦＬ１、ＢｖＦＴ１
及びＢｖＦＴ２と称されるアミノ酸配列を有するタンパク質各々において同一に保存され
ているアミノ酸の１００％を共有し、かつモチーフ「ＡＰＤＩＩＤＳ」を含むか、又は、
　前記タンパク質が、タンパク質ＡｔＦＴ、ＡｔＴＦＬ１、ＢｖＦＴ１及びＢｖＦＴ２の
いずれかの中にあるアミノ酸配列鎖の少なくとも５０％を共有し、かつモチーフ「ＡＰＤ
ＩＩＤＳ」を含む、
　開花の発生を抑制、抑圧又は遅延させる遺伝子組み換え植物の生産のための使用。
【請求項２】
　前記モチーフが「ＮＡＰＤＩＩＤＳ」又は「ＶＮＡＰＤＩＩＤＳ」である、請求項１に
記載の使用。
【請求項３】
　前記核酸が、４つのエクソンを含み、前記モチーフ「（Ｖ）ＮＡＰＤＩＩＤＳ」が、４
番目のエクソンの一部である、請求項１及び２のいずれかに記載の使用。
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【請求項４】
　前記モチーフ「（Ｖ）ＮＡＰＤＩＩＤＳ」が、前記タンパク質の外部ループの一部であ
る、請求項１～３のいずれかに記載の使用。
【請求項５】
　前記核酸が、タンパク質ＡｔＦＴ、ＡｔＴＦＬ１、ＢｖＦＴ１及びＢｖＦＴ２のいずれ
かの中にあるアミノ酸配列鎖の少なくとも７０％、好ましくは８０％を共有するタンパク
質をコードする、請求項１～４のいずれかに記載の使用。
【請求項６】
　前記核酸が、配列番号５の第６，７，１２，１４，１６，１８，２０，２８，３０，３
６，３８，４２，４４，５１－５３，５７，６１，６５，６８，７０－７２，７４，７６
，７７，７９，８３，８５－８７，８９，９０，９２，９３，９６，１００，１０１，１
０３，１０７，１０８，１１０，１１２，１１５－１１８，１２３，１２６，１２９，１
３４－１４１，好ましくは１３１－１４１，１４４－１４７，１５５，１５８－１６１，
１６５，１６８，１６９，１７５番に位置するアミノ酸を、必ずしも配列番号５のペプチ
ド又はタンパク質と同じ位置番号ではないが、この順番で少なくとも含むペプチド又はタ
ンパク質をコードする、請求項１～５のいずれかに記載の使用。
【請求項７】
　前記核酸が、更に、配列番号５の第８－１１，１３，１５，１７，２１，２３，２５，
２６，２９，３１，３２，３５，３７，３９－４１，４３，４５－４８，５０，５４，５
５，５８，５９，６２，６４，６７，６９，７３，７５，７８，８０，８２，８４，８８
，９４，９５，１０２，１０４，１１３，１１４，１１９－１２２，１２４，１２７，１
３１－１３３，１４８－１５２，１５６，１６３，１６４，１６７，１７１－１７４，　
１７６－１６７番に位置するアミノ酸を、必ずしも配列番号５のペプチド又はタンパク質
と同じ位置番号ではないが、この順番で含む、請求項６に記載の使用。
【請求項８】
　前記核酸が、ＳｔＳＰ５Ｇ若しくはその一部、ＳＩＳＰ５Ｇ若しくはその一部、又はＮ
ｔＦＴ１、ＮｔＦＴ２、ＮｔＦＴ３若しくはそれらの一部である、請求項１～７のいずれ
かに記載の使用。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれかに記載の核酸を含み、ナス科植物ファミリーのメンバーである
、植物、植物の一部又は植物の種子であって、前記核酸が、時間誘導性プロモーター、組
織特異的プロモーター、細胞特異的プロモーター又は構成的プロモーターをさらに含む、
植物、植物の一部又は植物の種子。
【請求項１０】
　タバコ、ジャガイモ又はトマトである、請求項９に記載の植物、植物の一部又は植物の
種子。


	header
	written-amendment

